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1.  平成22年1月期第2四半期の連結業績（平成21年1月21日～平成21年7月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第2四半期 10,942 ― △377 ― △354 ― △1,402 ―

21年1月期第2四半期 12,483 △1.8 △174 ― △171 ― △477 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年1月期第2四半期 △57.51 ―

21年1月期第2四半期 △19.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第2四半期 18,111 13,000 71.7 532.47
21年1月期 19,800 14,274 72.0 584.56

（参考） 自己資本   22年1月期第2四半期  12,985百万円 21年1月期  14,260百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年1月期 ― 0.00

22年1月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年1月期の連結業績予想（平成21年1月21日～平成22年1月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,950 △10.3 △350 ― △320 ― △1,870 ― △76.60
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表】 ４．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表】 ４．その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（１） 上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績は、様々な要因により、予想数値とは異なる場合があります。 
（２） 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第2四半期 24,972,784株 21年1月期  24,972,784株

② 期末自己株式数 22年1月期第2四半期  585,188株 21年1月期  577,166株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年1月期第2四半期 24,391,489株 21年1月期第2四半期 24,405,363株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部の経済指標を通じて景気後退局面は底入れした
との認識が広まりつつあるものの、国内消費におきましては家計所得の減額や雇用不安等により、依然低
迷が続いております。また、新興感染症や天候不順等、不測の事態に晒され、予想以上に厳しい環境とな
りました。 
外食産業におきましても、食の内部化・外食離れが顕在化し、さらに生活防衛意識を背景に、外食機会

や外食動機は冷え込んでおります。 
このような環境のもと、当社グループは、劇的に変化する環境に対応すべく「営業店の活性化」をテー

マに「①環境変化への対応」「②個店の現場力・営業力の向上」「③中長期的な視点に立った政策・戦
略」の政策を積極的に取り組んでまいりました。 
主力の和食麺類部門では、前期に引き続き経費削減計画を策定し、固定経費を削減する一方、全社販売

促進企画「夏の大感謝祭」「お客様生活応援キャンペーン」等を実施いたしました。また、麺と素材の組
み合わせをテーマにしたメニュー政策に加え、「素材厳選 活じめあなご」「素材厳選鹿児島県大隅産 う
なぎ」等の料理フェアを実施いたしました。さらに、ご家族のハレの場でご利用して頂けるよう「母の日
御膳」「父の日御膳」を販売いたしました。しかしながら、食の内部化や外食離れ等の影響により、既存
店売上高は前年同期比 8.6％減、既存店客数は前年同期比 5.2％減となりました。 
店舗関係では、６店舗（高石店、神戸伊川谷店、川西店、辻井店他）に加え、業態転換のため４店舗

（江南店他）を閉鎖いたしました。 
セルフサービス方式のどんどん庵部門におきましては、全店販売促進企画「どんどん庵祭り」を２回実

施し、新規出店を３店舗（桑名アピタ店、三河一色店、高倉製麺所店）、閉鎖を３店舗（東浦生路店、春
日店、豊明店）行いました。 
その他の部門では、中国上海市で展開する盛賀美１店舗の新規出店、あいそ家４店舗の業態転換に加

え、ＤＯＮＤＯＮあん２店舗（平針店、中区役所店）を閉鎖いたしました。 
この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 10,942百万円（前年同期比12.3％減）となり

ました。経費削減計画等により、販売費及び一般管理費を前年同期比 1,045百万円削減いたしましたが、
既存店売上高が前年を下回ったこと等により、営業損失は377百万円（前年同期は174百万円の営業損
失）、経常損失は354百万円（前年同期は171百万円の経常損失）を計上することとなりました。これに加
え、既存店の収益性が低下したこと等により減損損失が増加し、特別損失を838百万円計上いたしまし
た。また、繰延税金資産を163百万円取崩すことにより、四半期純損失は1,402百万円（前年同期は477百
万円の四半期純損失）を計上することとなりました。 
なお、前年同期比は参考として記載しております。 

  

（財政状態） 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、18,111百万円と前連結会計年度末比1,689百万円の減少とな

りました。流動資産は前連結会計年度末比920百万円減少し3,700百万円、固定資産は768百万円減少し
14,410百万円、流動負債は前期連結会計年度末比750百万円増加し3,842百万円、固定負債は1,165百万円
減少し1,269百万円、純資産は1,274百万円減少し13,000百万円となりました。 
（キャッシュ・フロー） 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度

末に比べて823百万円減少し、2,950百万円となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果使用した資金は435百万円となりました。支出の主な内訳は税金等調整前四半期純損

失が1,185百万円、役員退職慰労金の支払額が82百万円であり、収入の主な内訳は減損損失が732百万
円、減価償却費が287百万円であります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は180百万円となりました。支出の主な内訳は有形固定資産の取得によ

る支出が307百万円、投資有価証券取得による支出が117百万円であり、収入の主な内訳は投資有価証券
の償還による収入が112百万円、定期預金の払戻による収入が110百万円であります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は218百万円となりました。主な内訳は長期借入金の返済による支出が

251百万円、短期借入金の純増による収入が50百万円であります。 
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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今後の見通しにつきましては、第２四半期連結累計期間の実績及び直近の趨勢を勘案したうえで、平成
21年３月４日に公表いたしました、平成22年１月期（平成21年1月21日～平成22年1月20日）の業績予想数
値を修正いたしました。 
主力業態「サガミ」の既存店売上高は前年同期比 7.2％減を想定しており、これにより売上高は 

22,950百万円（前年同期比 10.3％減）となる見通しです。経費削減については、概ね計画通りの進捗状
況であると判断しておりますが、売上高の減収等により営業損失350百万円（前年同期は267百万円の営業
利益）、経常損失320百万円（前年同期は227百万円の経常利益）となる見通しです。 
特別損失につきましては、店舗閉鎖計画等により第３四半期以降に453百万円の計上を想定し、通期の

特別損失は1,292百万円を見込んでおります。これにより、当期純損失は1,870百万円（前年同期は549百
万円の当期純損失）となる見通しです。 
なお当社は現在、中期計画を策定中であるものの、先行きに対する不透明感が拭えないことから、下期

の業績動向を精査する必要があると判断しております。従って、計画の具体的な施策及び影響額等につい
ては、業績予想に見込んでおりません。 

  

 該当事項はありません。 

・簡便な会計処理 
① 固定資産の減価償却費の算定方法 

国内連結子会社においては、定率法を採用している資産について、連結会計年度に係る減価償却
費の額を期間按分する方法によっております。 

② 経過勘定項目の算定方法 
国内連結子会社においては、一部の経過勘定項目の算定について、合理的な算定方法による概算

額で計上する方法によっております。 
・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
  該当事項はありません。 

・会計基準の変更等による変更 
① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財
務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、
「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 
棚卸資産  

 第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平
成18年７月５日）が適用されたことに伴い、棚卸資産の評価基準を主として個別法による原価法か
ら主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法）に変更しております。  
 この変更に伴う損益への影響は軽微であります。 

・その他の変更 
① 連結の範囲に関する事項の変更 

当第２四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社ボンパナを連結の範囲に含めておりま
す。 

② 賃貸家賃の収益費用の計上区分の変更 
従来、受取家賃を営業外収益、これに係る支払家賃等を営業外費用に計上してまいりましたが、

第１四半期連結会計期間より受取家賃を売上高、これに係る支払家賃等を売上原価として処理する
方法に変更しました。  
 この変更は、金額的な重要性が増してきたためであります。この変更により、従来の方法によっ
た場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の売上高が42,908千円、売上原価が25,264千円、売上総
利益が17,644千円増加し、営業損失が17,644千円減少しておりますが、経常損失、税金等調整前四
半期純損失への影響はありません。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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③ 販売促進費の計上区分の変更 
従来、販売促進効果を目的とする販売促進値引を販売費及び一般管理費として計上してまいりま

したが、第１四半期連結会計期間より売上高の控除項目として処理する方法に変更いたしました。 
 この変更は、販売促進を目的とした値引券の発行が恒常化した結果、従来は一時的な販売促進の
性格をもっていた当該販売促進費が、売上値引としての性格がより強くなってきた状況を考慮し、
処理の見直しを行ったものであります。  
 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の売上高、売上総
利益、販売費及び一般管理費はそれぞれ、205,175千円減少しておりますが、営業損失、経常損
失、税金等調整前四半期純損失への影響はありません。 

④ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 
第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面

の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行って
おります。  
 なお、これによる損益への影響はありません。 

  
 （追加情報） 

当社及び国内連結子会社の機械装置について、平成20年度の法人税法の改正を契機として資産の利用
状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より耐用年数の変更を行っております。  
 これにより、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前
四半期純損失はそれぞれ2,401千円増加しております。 

  

  有形固定資産の耐用年数の変更
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,869,432 3,802,558

受取手形及び売掛金 77,919 81,741

有価証券 310,360 210,555

商品及び製品 77,437 71,408

原材料及び貯蔵品 173,324 165,848

その他 192,446 289,134

貸倒引当金 △14 △8

流動資産合計 3,700,907 4,621,239

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,073,919 3,612,019

機械装置及び運搬具（純額） 305,298 349,158

土地 6,641,419 6,772,891

その他（純額） 159,670 105,774

有形固定資産合計 10,180,307 10,839,844

無形固定資産 114,830 136,423

投資その他の資産   

投資有価証券 1,319,213 1,387,972

差入保証金 2,176,483 2,310,277

その他 658,144 577,605

貸倒引当金 △38,355 △72,696

投資その他の資産合計 4,115,486 4,203,160

固定資産合計 14,410,624 15,179,427

資産合計 18,111,531 19,800,667
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年７月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年１月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 585,289 690,754

短期借入金 270,000 220,000

1年内返済予定の長期借入金 461,864 511,272

1年内償還予定の社債 1,000,000 10,000

未払金 1,092,343 1,201,991

未払法人税等 88,689 103,139

賞与引当金 49,217 50,823

その他 294,618 303,140

流動負債合計 3,842,022 3,091,121

固定負債   

社債 － 1,000,000

長期借入金 991,700 1,193,800

長期未払金 164,514 142,830

退職給付引当金 7,012 6,442

その他 105,787 91,562

固定負債合計 1,269,014 2,434,634

負債合計 5,111,037 5,525,756

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,303,521 6,303,521

資本剰余金 7,256,905 7,256,905

利益剰余金 99 1,402,844

自己株式 △563,678 △556,535

株主資本合計 12,996,847 14,406,735

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,425 △123,608

為替換算調整勘定 △12,651 △22,395

評価・換算差額等合計 △11,226 △146,004

少数株主持分 14,873 14,179

純資産合計 13,000,494 14,274,910

負債純資産合計 18,111,531 19,800,667
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月21日 
  至 平成21年７月20日) 

売上高 10,942,600

売上原価 3,419,101

売上総利益 7,523,499

販売費及び一般管理費 7,900,570

営業損失（△） △377,071

営業外収益  

受取利息 9,894

受取配当金 12,816

受取保険金 5,967

雑収入 15,324

営業外収益合計 44,003

営業外費用  

支払利息 16,424

雑損失 5,076

営業外費用合計 21,500

経常損失（△） △354,568

特別利益  

固定資産売却益 4,863

貸倒引当金戻入額 1,591

その他 800

特別利益合計 7,254

特別損失  

固定資産除却損 22,237

投資有価証券売却損 630

減損損失 732,155

店舗閉鎖損失 76,804

その他 6,392

特別損失合計 838,219

税金等調整前四半期純損失（△） △1,185,533

法人税、住民税及び事業税 53,677

法人税等調整額 163,528

法人税等合計 217,205

少数株主利益 5

四半期純損失（△） △1,402,745
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【第２四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月21日 
  至 平成21年７月20日) 

売上高 5,509,912

売上原価 1,700,483

売上総利益 3,809,428

販売費及び一般管理費 3,900,382

営業損失（△） △90,953

営業外収益  

受取利息 5,660

受取配当金 11,084

受取保険金 4,763

雑収入 7,557

営業外収益合計 29,065

営業外費用  

支払利息 8,047

雑損失 1,515

営業外費用合計 9,562

経常損失（△） △71,451

特別利益  

固定資産売却益 37

貸倒引当金戻入額 733

特別利益合計 770

特別損失  

固定資産除却損 13,241

投資有価証券売却損 630

投資有価証券評価損 △19,227

減損損失 728,902

店舗閉鎖損失 12,753

その他 6,392

特別損失合計 742,692

税金等調整前四半期純損失（△） △813,373

法人税、住民税及び事業税 22,465

法人税等調整額 164,289

法人税等合計 186,755

少数株主損失（△） △64

四半期純損失（△） △1,000,064
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月21日 
  至 平成21年７月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △1,185,533

減価償却費 287,238

減損損失 732,155

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,585

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,605

受取利息及び受取配当金 △22,711

支払利息 16,424

固定資産売却損益（△は益） △4,863

固定資産除却損 22,237

売上債権の増減額（△は増加） 3,822

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,504

仕入債務の増減額（△は減少） △105,464

未払金の増減額（△は減少） △69,191

その他 41,640

小計 △300,941

役員退職慰労金の支払額 △82,100

利息及び配当金の受取額 21,228

利息の支払額 △15,994

法人税等の支払額 △57,434

営業活動によるキャッシュ・フロー △435,241

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △150,668

定期預金の払戻による収入 110,020

有価証券の償還による収入 100,000

有形固定資産の取得による支出 △307,448

有形固定資産の売却による収入 9,704

投資有価証券の取得による支出 △117,186

投資有価証券の償還による収入 100,000

投資有価証券の売却による収入 11,830

差入保証金の差入による支出 △14,676

差入保証金の回収による収入 70,424

その他 7,778

投資活動によるキャッシュ・フロー △180,222

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000

長期借入金の返済による支出 △251,508

社債の償還による支出 △10,000

自己株式の取得による支出 △7,142

財務活動によるキャッシュ・フロー △218,650

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,483

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △823,631

現金及び現金同等物の期首残高 3,773,711

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,950,079
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

（事業の種類別セグメント情報） 
当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日） 

当社及び連結子会社は、外食事業を主要な事業内容としており、外食事業の売上高、営業利益の金額
は全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるた
め、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 
（所在地別セグメント情報） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日） 
全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記
載を省略しております。 
（海外売上高） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日） 
海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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                  (単位：千円、％) 

 
  

「参考」

前年同四半期に係る財務諸表

(1) 中間連結損益計算書

前中間連結会計期間

(自 平成20年１月21日 至 平成20年７月20日)

区分 金額 百分比

Ⅰ 売上高 12,483,370 100.0

Ⅱ 売上原価 3,711,955 29.7

   売上総利益 8,771,415 70.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費 8,946,300 71.7

   営業損失 174,885 △1.4

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 7,880

 ２ 受取配当金 11,115

 ３ 受取家賃 17,048

 ４ 有価証券売却益 56

 ５ 保険金収入 13,132

 ６ 助成金収入 20,959

 ７ 雑収入 14,536

  営業外収益合計 84,729 0.6

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 16,816

 ２ 支払家賃 37,119

 ３ 持分法投資損失 25,616

 ４ 雑損失 1,373

  営業外費用合計 80,926 0.6

   経常損失 171,081 △1.4

Ⅵ 特別利益

 １ 固定資産売却益 317

 ２ 貸倒引当金戻入益 9,740

 ３ 営業権譲渡益 2,857

 ４ 保険金収入 15,196

  特別利益合計 28,111 0.2

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産除却損 55,403

 ２ 投資有価証券売却損 1,415

 ３ 減損損失 123,074

 ４ 店舗閉鎖損失 10,794

 ５ その他の特別損失 5,700

  特別損失合計 196,388 1.5

   税金等調整前 

   中間純損失
339,358 △2.7

   法人税等 134,740 1.1

   少数株主利益 3,140 0.0

   中間純損失 477,239 △3.8

（株）サガミチェーン（9900）　平成22年１月期　第２四半期決算短信

― 12 ―



                    (単位：千円) 

(2) 中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間

(自 平成20年１月21日

  至 平成20年７月20日)

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前中間純損失 △339,358

 ２ 減価償却費 297,732

 ３ 減損損失 123,074

 ４ のれん償却額 107

 ５ 貸倒引当金減少額 △1,740

 ６ 賞与引当金減少額 △5,489

 ７ 退職給付引当金の増加額 846

 ８ 受取利息・配当金 △18,996

 ９ 支払利息 16,816

 10 持分法による投資損失 25,616

 11 固定資産除却損 55,403

 12 投資有価証券売却損 1,415

 13 売上債権の減少額 7,933

 14 棚卸資産の増加額 △44,211

 15 仕入債務の減少額 △117,575

 16 未払金の減少額 △162,335

 17 その他 △2,065

小計 △162,825

 18 利息及び配当金の受取額 17,840

 19 利息の支払額 △16,283

 20 役員退職慰労金の支払額 △136,200

 21 法人税等の支払額 △156,585

  営業活動によるキャッシュ・フロー △454,054

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 定期預金預入による支出 △1,002

 ２ 定期預金払戻による収入 10,016

 ３ 投資有価証券の償還による収入 100,056

 ４ 有形固定資産の取得による支出 △451,581

 ５ 有形固定資産の売却による収入 12,447

 ６ 投資有価証券の取得による支出 △1

 ７ 投資有価証券の売却による収入 819

 ８ 差入保証金の増加による支出 △3,428

 ９ 差入保証金の減少による収入 31,973

 10 その他 51,988

  投資活動によるキャッシュ・フロー △248,711

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 長期借入による収入 1,300,000

 ２ 長期借入金返済による支出 △708,108

 ３ 社債の償還による支出 △8,000

 ４ 配当金の支払額 △207,460

 ５ 自己株式の購入による支出 △4,853

  財務活動によるキャッシュ・フロー 371,577

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,983

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △335,171

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 4,058,493

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 3,723,322
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